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 生体内には、多様なリン酸アニオン種が豊富に存在し、多くの生体機能に関与している。しかし、

リン酸アニオン種を複雑な生体内条件下で特異的に蛍光センシング可能な小分子プローブの開発例は

これまでにほとんどなく、その開発が求められてきた。今回、我々は、キサンテンを蛍光団として   

有する 2,2’-dipicolylamine (Dpa) 二核亜鉛錯体の 1-2Zn(II)を新たにデザインした(図 a)。1-2Zn(II)は、

中性水溶液中でほぼ無蛍光の状態にあるが、ATP などのポリリン酸種との相互作用に伴って著しい 

蛍光強度の上昇を示す OFF-ON 型蛍光プローブであることを見出した(図 b)。紫外可視吸収スペクトル

や X 線結晶構造解析を用いた検討により、1-2Zn(II)は、水中において二核亜鉛に架橋配位した水分子

がキサンテン 9 位と結合するため蛍光 OFF の状態にあるが、リン酸種との相互作用に伴って水分子と

の結合が解離することでキサンテン共役構造が回復し蛍光 ON 状態になるという、これまでに前例の

ない新しいセンシングメカニズムを持つことを明らかにした (図 c)。 

 

我々はさらに 1-2Zn(II)の優れたセンシング機能を生体機能解析へと応用した。すなわち、1-2Zn(II)

をセンサーとして用いて、糖転移酵素が触媒する糖鎖伸長反応のリアルタイムな蛍光モニターリング、

さらには細胞内に存在する ATP 顆粒(ATP が局在化した細胞内小胞)を選択的に蛍光イメージングでき

ることを明らかにした。これらの結果は、1-2Zn(II)の生体機能解析における有用性を示すものである。 
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